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災害時の行動プロセスと目標復旧時間
首都圏（東京・神奈川・千葉・埼玉）震度６以上の場合
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本
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初動初動フェーズフェーズ

応急復旧準備 応急復旧措置

～１４日～１４日
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Ｙ

Ｎ

安全な場所で待機

応
急
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旧
完
了

○被災状況の把握
○復旧優先順位の決定
○復旧方法の決定
○社内要員確保
○広域支援体制確保
○資材確保

＊あらかじめ決定しておく

○要員配置
○資材配備
○迂回措置
○代替措置

① ②

～２４時間～２４時間

本
格
復
旧

本
格
復
旧

コミュニケーション系ツール（ＲＴＯ：～０秒）
コミュニケーション系ツール（ＲＴＯ：～０秒）

故障対応系ツール（ＲＴＯ：～数秒）故障対応系ツール（ＲＴＯ：～数秒）

SO系ツール（ＲＴＯ：～数日）SO系ツール（ＲＴＯ：～数日）

応急復旧フェーズ応急復旧フェーズ

＊

復旧必要情報の収集
NWｺﾝﾄﾛｰﾙ 回復措置（開通など）

最低限の通信
迅速で広範な情報共有

RTO：目標復旧時間

初
動
本
部
参
集

発
災

発発
災災

～１時間～１時間
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第一非常態勢における対策本部体制

総務厚生班 資材班広報班 設備班お客様対応班

社員安否
住宅被災調査
後方支援

社内ｼｽﾃﾑ対応調達、輸送社外広報 設備復旧措置
苦情、問合せ

対応

ｻｰﾋﾞｽ復旧措置
ﾄﾗﾋｯｸ疎通確保
ｻｲﾊﾞｰ攻撃対応

本部長
副本部長

方針決定

情報統制

社外連携

◎班長
○副班長

◎班長
〇副班長

方針決定

支援

◎本部長
○副本部長１、副本部長２

班
構
成
組
織

班員班員

◎班長

○副班長
－－－－－－－
・第一営業本部
・第二営業本部
・第三営業本部
・第四営業本部
・第五営業本部

◎班長

○副班長
－－－－－－－
・ｶｽﾀﾏｻｰﾋﾞｽ部
・ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ部
・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ＆
ｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾋﾞｽ部

・ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ部

◎班長

○副班長
－－－－－－
・ｻｰﾋﾞｽ基盤部

◎班長

○副班長
－－－－－－
・経営企画部
広報室

◎班長

○副班長
－－－－－－
・ﾌﾟﾛｷｭｱﾒﾝﾄ部

◎班長

○副班長
－－－－－－
・システム部

◎班長

○副班長
－－－－－
・総務部
・ＨＲ部
・財務部

本部員本部員

情報統括班

本部長支援 ・経営企画部

・危機管理室

◎班長
○副班長

首都圏本部立上

迄の本部

西日本西日本初動本部員初動本部員

・西日本営業本部
・サービス基盤部

ｾｷｭﾘﾃｨ班

情報ｾｷｭﾘﾃｨ対応

◎班長

○副班長
－－－－－－
・Ｐ＆Ｋ

西日本初動本部

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

連携班

NTTCom
ｸﾞﾙｰﾌﾟ連携対応

社内ｼｽﾃﾑ班

◎班長

○副班長
－－－－－－
・危機管理室

<本部長の代行順位>
本部長→副本部長1→副本部長2→
→情報統括班長→各班長

【【関西関西】】 【【首都圏首都圏】】

サービス班

3
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衛星衛星
（（トラポントラポン））

災対本部と西日本初動本部の環境

1.5Mbps

衛星モデム

西日本初動西日本初動本部本部（関西）（関西）

衛星モデム

対策本部対策本部（首都圏）（首都圏）

①TV会議 ②音声通信
（TEL，FAX ）

③映像伝送

ルータルータ

⑤ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ⑤ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
接続接続

⑤ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ⑤ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
接続接続

①TV会議 ②音声通信
（TEL，FAX ）

③映像伝送

ルータルータ

社内イントラネット
社内

メール等
故障情報共有

DB

④故障等情報共有故障等情報共有DBDB

社内
メール等

故障情報共有
DB

④故障等情報故障等情報
共有共有DBDB
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首都圏内の参集拠点

都内拠点都内拠点西方拠点西方拠点

南方拠点南方拠点

北方拠点北方拠点

東方拠点東方拠点

１０Ｋ１０Ｋ

◆ 対策本部
本部員の第１優先順位の参集場所。各班で承認した報告を班長から本部長へ報告、復旧計画の基本方針を決定。

◆ 支援拠点

本部員／班員の第２優先順位の参集場所。各自の役割に応じ、災害対策本部や班拠点の機能を遠隔より支援。
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西日本初動本部長

西日本統括班

オフィシャルＨＰへ被災状況等を公開
マスコミへ被災状況等を公開

社員の安否把握

災対メンバの駆付け状況把握

被災情報の把握

・各オペレーションセンタからの被災情報収集

・影響ユーザの取りまとめ等

コミュニケーションツール（電話、携帯、インターネット等）の

使用可否確認

グループ各社への被災状況・社員安否情報等の共有

国へのＮＴＴコム対策本部立上状況及び、被災状況等の報告

指揮命令

情報取り纏め

本部情報統括班との窓口対応

１．体制及び業務概要

２．初動本部の環境

西日本初動本部の構成と主要業務

西日本社外班
(広報対応)

西日本連絡班

西日本ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ班

西日本社外班
(ＮＴＴG対応)

西日本社外班
(総務省対応)
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引継ぎ条件引継ぎ条件

・体制

首都圏側が業務継続できる態勢が確保できた時点

具体的には、対策本部長、情報統括班、広報班、総務

厚生班の機能が確保できた段階

・環境

a. ツール類（電話会議、故障情報共有ＤＢ、電話、イントラ

ネット等）が確保できた段階

b.首都圏側にて、社外（マスコミ、国）とのコミュニケーション

手段が確保できた段階）

西日本初動本部 対策本部

情報統括班

広報班

総務厚生班

サービス班

設備班

資材班

セキュリティ班

各班

関西連絡班

関西社外班

関西OP班

西日本統括班

引継ぎ

関西 首都圏

お客様対応班

引継ぎルール引継ぎルール

1.対策本部の体制が確立後、引継ぎ依頼宣言

2.以下の情報を関西初動本部より、説明

3.西日本初動本部長より引継ぎ完了宣言

4.対策本部長より引継ぎ確認宣言

・社員安否状況 ・被災状況（お客様、サービス、設備）

・社外対応状況

（それぞれの状況については故障情報共有DBに記載）

対策本部へ引継ぎ条件

各班

本部長西日本初動本部長

社内システム班

ｸﾞﾙｰﾌﾟ連携班

本部長支援




